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北海道東部沿岸地域に認められる完新世バリアシステムの特異性

Some characteristics of the Holocene barrier systems along the east coast
of Hokkaido, Japan
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世界的に見ると，バリアシステムは米国東部海岸域や欧州北海沿岸域に明瞭に発達する．特に，
フロリダ半島東海岸のバリア島は大西洋からメキシコ湾沿岸まで，長さ4300 kmに渡り発達して
いる．これらバリアシステムの存在は，この地域において，現在においても海進が継続している
ことを意味している．一方，日本沿岸の多くの地域では，ハイドロアイソスタシーの効果によっ
て5000-6000年前の海面高度が現在より2-3ｍ高く，現在は海退ステージにあるためバリア島は
認められない．
 ところが，北海道東部沿岸地域には，本邦では珍しいバリアシステムによる海岸地形が複数認
められる．太平洋と沿岸砂嘴で仕切られた厚岸湖（ラグーン）や湖内の上げ潮三角州，オホーツ
ク海に面した春国岱（バリア島）+走古潭（砂嘴）および風蓮湖（ラグーン）が，その例として
あげられる．しかし，この地域の完新世海面変動に関する研究はMaeda et al. (1992)以降滞って
おり，その実態は明確とは言い難い．そこで我々は厚岸-根室沿岸地域の海面変動に関する既存
のデータを再解釈し，新規データを加え過去1万2千年間の海水準変動曲線を編纂し直した．この
結果，この地域が5000-6000年前の高海面期を経験していないことを再確認した．ゆえに，当地
域においては5000年前以降，海水準がほぼ停滞することによって，海進期に生じた海岸地形が
改変されずに保持されていると解釈される．
 一方，釧路-根室地域の地盤は8mm/年の速度で沈降している現象が検潮記録などから確認され
ているが，この沈降傾向は次の巨大地震発生時まで継続されることが地震学的に予測されている
（Atwater et al., 2004）．近年，厚岸湖の牡蠣島のサンゴ草植物群落は水没し，春国岱のアカマ
ツの白骨林化が道東地域の社会問題となっているが，これらは正に地震性沈降による海進の現れ
と捕らえられる．この場合，17世紀以降の地震性沈降（もしくは地震性海進）によって，ほぼ機
能停止していたバリアシステムが400-500年間の期限付きで再活動していると見るのがより自然
なのであろう．
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